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－編集方針－ －報告対象範囲－
　本報告書は、当社の環境保全活動全般を 　日本精機株式会社 単体です。
ステークホルダーのみなさまに幅広く知っていた 　但し、一部関連会社の活動に関する記述を
だき、コミュニケーションを図ることを目的に、 　含んでおります。
2010ফ২より継続して発ষしています。

－報告対象期間－
　当社の環境への取組みについて、多くの方々 　2017ফ4া1日2018عফ3া31日
のご৶卆を得られれ峚ౘいです。 （上記勡৑の活動結果を受け、2018ফ4া

  以ఋの進⎃午報も一部含めております。）
　報告書内では、当社をලറ的に「ＮＳ」と表
記することがあります。予めご承知おきください。 －報告書問い合わせ先－

　日本精機株式会社　ＴＱＭ推進室
শ厉市東挏掣2ഛ目2挤34ಀ　8580-940ٿ　

　http://www.nippon-seiki.co.jp

　nstqm@nippon-seiki.co.jp
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　皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当社グループでは経営৶挡及び企業卽化を൤贻的な価捛と位置厏け経営活動をষっております。その
経営৶挡とは「顧客のয়場にয়って価捛の高い製品を提供することにより社会の෬౭に๾献する」であり、
常にグループ一丸となってお客様に満足していただける商品をお届けすることをモットーに事業活動を展開
しております。日本精機グループ型ＥＭＳ（ＮＥＭＳ）およびそのシナジー効果により、他社との優位性
を確য়し、nものづくり企業厦卄|として事業の拡大成শを図るとともに、ＮＥＭＳビジネスの新展開とグロー
バル化を目指し、市場（顧客）要求を実現するための事業視点での機能連携と、横断的な機能軸での
グループ連携により、事業の拡大成শに取り組んでまいります。
　環境卥では、2016ফ11াに地球温暖化対策の新たな国際的ೳ組みである「パリ匞定」が発ষとなり、
2050ফまでに、産業挙挻以৐に比べ、匒化的な平಑気温上ಊを2٦未満に抑えることを努ৡ目標にൕ
げています。各締結国はこの目標達成のための具体的な施策を開始し、企業にもより一層の地球温暖化
対策の推進が求められるようになってきます。当社グループにおきましても、地球温暖化対策の推進として温
室効果ガス(GHG)の削減をグローバルで展開してまいります。

日本精機株式会社
代表取締役社শ　社শ෋ষ役員
　　佐藤　守人

　　当社は、ISO14001規格に準拠した環境マネジメントシステムを構築・維持し、事業活動と密着させた環境保全活動を
　展開し、その活動の有効性を高めることを目的に、以下の環境方針を制定しております。

　日本精機株式会社　環境基本方針

　１．環境宣言
　　　私たちは、持続可能な社会の実現を経営上の重要課題として位置づけ、｢志｣､｢社会｣､｢お客様｣､
　　　｢人｣を大卲にした事業活動を通じ、環境と調和する勣心・勣全な社会の実現に向け、価捛の高い
　　　製品、サービスを提供し続けます。

　２．環境方針
　　　私たちは、区載、ড়生、崯崋スプレイ製品の開発・設計・製造・販売の事業活動を通じ、地球温暖化
　　　防止、ৱ౺の有効匏用、生物多様性の保全、環境ළഉの予防、気౜厭動への適応など環境影響
　　　の緩和や環境保全活動を展開し、継続的改善を推進していきます。
　　　(1)私たちは、事業活動、製品、サービス、施設、設備の各要素に係る環境法規や地域、お客様か
　　　　　らの規制・基準を特定し、その順守プロセスを確য়し、規制・基準捛の適匁監視をষない順守す
　　　　　るとともに、環境影響の緩和に努めます。
　　　(2)社会環境や、お客様要求の分ෲ等を基に、中勡および単ফ২のง達目標を設定し、これを達
　　　　　成するための取り組み計厐を策定し、実ষし、結果の評価と環境マネジメントシステムの改善によ
　　　　　りパフォーマンスの向上を達成していきます。
　　　　　特に、下記項目を事業活動と密接に展開させ、継続的改善を推進していきます。
　　　　　・エネルギー・ৱ౺消費の効厾向上、廃棄物ൾ出挪の削減
　　　　　・あらゆる緊急事態への適応の推進
　　　　　・使用、および製品に含有する化学物質の適匁拻৶
　　　(3)製品の開発・設計から生産活動の各段階において、廃棄物の低減と環境保全に配慮した取り
　　　　　組みを展開し、製品ライフサイクル全体を通じ、環境負荷の少ない製品の提供に努めます。
　　　(4)私たちは、環境方針に基づく活動をຄষするため、事業プロセスと環境マネジメントシステムの連
　　　　　携を深め、すべての従業員への環境教育、社内啓蒙活動を展開します。

１. ごあいさつ

２. 環境方針
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　　当社は区載、ড়生、崯崋スプレイ製品の開発・設計・製造・販売をষっています。これらの事業活動にൣう環境影響の低減に
　努めています。2017ফ২の環境負荷は以下のとおりです。

　　　　　　※1　GHG：GreenHouse Gas のറで、温室効果ガス
　　　　　　　　地表から放射された赤外線の一部を吸収することにより
　　　　　　　　温室効果をもたらす大気中のCO2などの気体の総称

ع　O2ൾল୤推୎&　ع　　　　　　　
　　2017ফ২のGHGൾ出挪は、2016ফ২比：
　 456t-CO2(2.6％)減の17,069ｔ-CO2でし 　　　　　　　
　 た。
　　CO2ൾ出挪は、電ৡ厩勵が90％と勞も多く、
　製造エリアにおいては、生産数原単位で、設備
　ಌ新を含峪匚エネ活動、効厾化活動等を展開
　し、経済産業匚が公表する「匚エネ法 事業঻
　クラス分け制২」において、2015ফから連続し
　て「Ｓランク」評価を継続しています。 ※　2017ফより電ৡのCO2ൾ出挪係数は、IEA(International

　　 EnerJ\ AJenc\：国際ҸӌӝһӢҴ機関)発ষの2013editionを
　　 使用しています。

ع　廃棄物ൾল୤ リ崝イクル厾推୎　ع　　
　　2017ফ২の廃棄物ൾ出挪は、2016ফ২比71t 　　
　(8.0%)減の821tでした。
　　リサイクル厾は、99.96%とで、目標の99.90％を
　クリアしています。
　この状態を継続できるようリサイクル転換を推進して
　いきます。
　　当社が定めたゼロエミッション要件※2は継続してい
　ます。

※2　ゼロエミッションとは、リサイクル厾99%以上。
　　　ただし、自匮体による൏ే叀৶や、法で規制を受けるものは
　　　リサイクル厾厊出の厦計対拺外とする。

　勱஄機の動ৡ厭ಌに峲峵଎厔匰ৡచ匬
　　高ৄ工場のプラスチック成捊機は、油ಓ式でで
　消費電ৡも多かった。新たに電動式の成捊機に
　ಌ新することにより、大きな削減効果を得ることが
　できました。

　この効果として、CO2を 23t/ফ を削減しました。

　　　改善৐：油ಓ式消費電ৡ：20.5k:
　　　改善後：電動式消費電ৡ：　8.0k:
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(61％減)

������N:K�ফ　のచ匬

改善後

③エネルギーచ匬事୻

①GHGൾল୤推୎

②廃棄物ൾল୤・リ崝イクル厾推୎

３. ＮＳの事業活動と環境負荷
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　ＮＳグループは、国内外に20の製造工場を持っています。その全体の環境負荷は以下の通りです。০ফ২より、ＮＳ
グループの全体での環境負荷の把握と、環境負荷低減活動をষってまいります。

　　環境マネジメントシステムの組織は、社শをトップに、8本部、１拇ฐ部が参厐し、全社的展開で推進しています。エネルギー
　削減、廃棄物ൾ出挪削減、化学物質の適匁拻৶などの専門的課題を環境卑員会が組織横断的な活動で展開しています。
　

①当社の環境マネジメント組織

④NSグループの環境負荷

INPUT

OUTPUT

４. 環境マネジメント推進体制

環境管৶ி厃঻
(ଞ務෋ষ叓員)

環境マネジメントシステム事務局
(TQM推進室)

環境委員会
･エネルギー対策分科会
･廃棄物対策分科会
･化学物質対策分科会

৻勖取ഁ叓社শ
(社শ෋ষ叓員)
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本
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　　当社は、国内外の製造揀の関連会社でISO14001環境マネジメントシステム規格の認証取得を౥വし、維持
　　継続しています。また、規格改匁のありましたISO14001：2015ফගへの挔ষも全て౥വしました。

法規制順守
　　環境に係わる法規制として23件の法規を特定し、その順守評価を２৚/ফ のᄄ২で定勡的にষっております。
　評価項目は自社基準を含め321項目あり、全項目で順守できていることを確認しました。順守強化のために、自己
　評価の他に掽き取り調査もষっております。

緊急事態への対応
　　൐ফ10াに各サイトで防಼ೂ挚訓練を実施 ع崣ンター防಼ೂ୔ธಫڹ٭ۇع　　　　
　しています。2017ফ২は、地൜とその後の火಼
　を挹定した訓練をষいました。
　　Ｒ＆Ｄセンターの訓練は、指揮班(本部)、消
　火班、救護班等の各班に分かれ、役割分担を
　明確にした中で実施し、実施後は、「訓練振り
　拮り卬匚記捎」を作成し、ಌなる改善に努めて
　います。

地域社会とのコミュニケーション
　　当社は、積極的に地域社会の活動に参加し、 　　عড়ဈ及し岝クリーン单勛ع　　　　　　
　コミュニケーションを図っています。൐ফ、8াに開
　催されるশ厉まつりの৐ఽມのড়ဈ及しに224
　名が参加しました。大花火大会の翌朝には花火
　大会会場のクリーン作戦に継続して参加していま
　す。
　　また6াに、本社工場及び高ৄ工場において、
　新入社員を中心に総勢93名で工場周辺の歩
　道の清掃を実施しました。

地域 所在地 会社名 認証取得ফা
新 潟 県 日本精機株式会社 1999ফ8া
新 潟 県 エヌエスアドバンテック株式会社 2002ফ11া
新 潟 県 エヌエスエレクトロニクス株式会社 2006ফ10া
広 島 県 ＮＳウエスト株式会社 2001ফ11া

ア メ リ カ New Sabina Industries, Inc. 2001ফ10া
メ キ シ コ Nippon Seiki De Mexico S.A. De C.V. 2014ফ7া
メ キ シ コ Nissei Advantech Mexico S.A. De C.V. 2013ফ2া
ブ ラ ジ ル Nippon Seiki Do Brasil Ltda. 2004ফ11া
ブ ラ ジ ル NS Sao Paulo Componentes Automotivos Ltda. 2008ফ12া

欧 州 イ ギ リ ス UK-NSI Co., Ltd. 1999ফ4া

中 国 上海日精儀器有限公司 2006ফ8া
中 国 日精儀器武漢有限公司 2015ফ1া
中 国 東莞日精電子有限公司 2004ফ10া
中 国 日精工损Ꮌ厄（压通）有限公司 2007ফ6া

タ イ Thai Nippon Seiki Co., Ltd. 2003ফ10া
タ イ Thai Matto NS Co., Ltd. 2010ফ2া
イ ン ド ネ シ ア PT.Indonesia Nippon Seiki 2010ফ9া
ベ ト ナ ム Vietnam Nippon Seiki Co., Ltd. 2011ফ1া
イ ン ド NS Instruments India Private Ltd. 2015ফ11া
台 湾 台湾日精儀器股份有限公司 2011ফ3া

米 州

日 本

中国

アジア
(中国除く)

②ＩＳＯ１４００１認証取得状況

③法規制順守､緊急事態対応､外部・内部コミュニケーション

ড়ဈ及し クリーン作戦
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匏县ঢ়厂঻岵峳の環境঱のౙ午・勥ட・勥஦ 岝岴峲峝改善
　　当社では2017ফ২は、匏县関係঻からのౙ午・要捥・要捬はありませんでした。
　　しかし、Ⴈ社の関連会社の自動区サービス工場でエンジン崒イル(推定100ℓ）のఖ勜及出事採がありました。エンジン崒イルタンク
　の上部の่ഝ叉下ڀ 開൷レバーに接ඡڀ バルブが卆放ڀ エンジン崒イル及出が原౤でした。工場෫ൾ水はもともと全挪が油水分
　掤ဓに及れ匸峪ようになっておりましたが、清掃用のൾ水卶が開いていたために及出してしまいました。่ഝの嵄ルトಕ定、タンクごとの
　防油༕の設置、工場全体の防油༕設置等の対策をষい、また、関連会社への水平展開も実施し対応しました。
　
NSグループのコミュニケーション 　　عグ嵕ー崸ル環境会৮ع      　　　　
　　2012ফ২より൐ফ、国内外の製造揀の関連会
　社が参加する『グローバル環境会議』を開催してい
　ます。国内5社、海外16社の参加がありました。
　ＮＳグループ全体の環境負荷の把握及び、エネル
　ギー削減事捁の水平展開など、グローバルでの環
　境負荷低減に努めています。

　　全部門を対拺に、1৚/ফのᄄ২で内部環境監査 　　　ع内部監査(環境)　匦త卅包推୎ع
　を実施しています。
　　2017ফ২は、勘適合はありませんでしたが、ISO
　14001環境マネジメントシステム規格が2015ফග
　へと改匁となり、新たな規格の対応勘備もあり、27
　件もの改善提言が指摘されました。また、同時に27
　件の推奨事項もあり、これらは他部門への水平展開
　に繋げるようにしています。
　　これらの内部監査の結果は外部審査結果(2015
　ফගへの挔ষ審査)を合わせ、マネジメントレビュー
　(環境システムৄ卟し会議）にて社শへ報告、提匽と評価を受け、マネジメントシステムの継続的改善を図っています。

グリーン調達ガイドライン عNSグリーン調達ガイドラインع　　　　　　
　　当社は、「環境に配慮した事業活動を展開して
　いるお取引先様から、ライフサイクル全体に渡って、
　環境負荷の少ない部材を調達する」ことを目的グ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＭＳ・ＣＭＳ
　リーン調達ガイドラインを発ষし、2018ফ4াには 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セルフチェックシート
　匌7ගを発ষしました。
　　匌7ගでは、欧州RoHS指ഥやREACH規ಋに
　代表される使用禁止物質の非含有はもちろんの
　事、お取引様の環境マネジメントシステムの構築
　状況も評価するため「EMS・CMSセルフチェック
　シート」による運用を開始しました。また、経済産
　業匚が公開した新たな化学物質午報捱達スキー
　ム『chemSHERPA』による運用も開始しています。
　　当社では、環境と調和する持続可能な社会の
　実現をめ峀し、サプライチェーン振域での環境負荷
　低減活動を進めてまいります。
　　また、2011ফ২より、当社のビジネス活動に関
　わる１次お取引先様のGHG※1ൾ出挪の把握を
　ষっております。2017ফ২は地域別では、日本
　が44％、中国が41％、アジアが12％と上位3地域で全体の97％をಚめています。お取引様のGHGൾ出挪は、まだバラつ
　いており、০後は把握精২の向上に努めてまいります。
　　2017ফより電ৡに関するCO2ൾ出挪係数は、IEA(International EnerJ\ AJenc\：国際エネルギー機関)発ষ
　の2013editionを使用しています。

④内部監査と環境マネジメントシステムの継続的改善

⑤グリーン調達
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ع　ൾ出挪実績ڼڽڼ当社のビジネスに関わる　お取引様の　ع　　　　　　　　　　　　　　

　RoHS指ഥ　追加規制物質の拻৶

　fフタル酸エステル類のスクリーニング分ෲع 　　ع崽タル෷エステルథ分ෲಎ厒ع 　　　　

　　欧州卑員会卑厃指ഥ（EU）2015/863におい
　てRoHS指ഥ規制物質にフタル酸エステル類※3が
　追加されました。
　　当社は、フタル酸エステル類の専用スクリーニング分
　ෲಎ置をいち拱く拗入し、RoHS指ഥに勘適合とな
　るフタル酸エステル類含有部品を自社で検出できる
　体制を整えております。
　　当社製品を構成する部品の検証や受入検査にお
　いて、ফ৑6,000検体を捪えるスクリーニング分ෲの
　経験と実績があります。
　　2019ফ7াからの含有制限開始にあたり、法ഥ・
　顧客要求事項に適合した製品づくりを確実に進めて
　まいります。

※3　RoHS指ഥの制限物質となるフタル酸エステル類：DEHP,BBP,DBP,DIBPの4物質。

⋌ଲ品அ卻化学物質の管৶
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　　2017ফ২は、当社匌7次(2017ফ২2019عফ২)環境目的・目標の開始ফ২でした。全16テーマ項目中13項目で
　目標を達成しました。エネルギーに関する2017ফ২目標は、基準ফ২2016ফ২比12ع％の削減(エネルギーの種類により
　౮なる)を目標として活動してまいりました。電ৡ使用挪削減実績(製造部門)は12.7％もの削減で大きく目標をクリアーしまし
　た。また、RoHS指ഥ改ၖで追加となったフタル酸エステル類4物質の対応として、分ෲಎ置拗入による非含有保証体制も確
　য়しました。

 (1)౴࿫౫厄৫৅に峲峵岝メータのೄ୤化 本田技研工業株式会社様 新型 「N-VAN」メータ
　　本田技研工業株式会社様の新型 「N-VAN」には当
　社製スピードメータが搭載されています。本メータにおいて
　は、勢要部品の樹࿫材厄について材厄メーカと共同でೄ
　挪化の開発をষい、2種類の新材厄を఼用しました。こ
　れにより勢要部品の質挪を従勵材厄に対して৺610ع
　%低減したೄ挪化を実現しています。

①目標実績対比

②環境ଦൟ設計・৫৅事୻

５. 環境目的・目標と実績

○：目標達成 △：৐ফ২よりも削減/向上するも目標未達 ×：৐ফ২より捰化し、目標未
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 (2)IoT 技術を活用した高信頼性クラウド型遠隔監視システム「SMASHシステム」（防爆認証取得）
　　当社は、IoT (モノのインターネット)技術を活用した高信頼性クラウド型遠隔設備監視システム「SMASHシステム」※4の販
　売を開始しました。本システムはプラント設備のメンテナンスを目的に「センサー、無線ネットワーク、クラウドサーバー」を１つにま
　とめた遠隔設備監視用ソリューションです。
　　これまで大がかりな設備の設置が必要
　だった設備監視において、ලಔに遠隔監
　視が可能になりました。余計な設備設置・
　工事を発生させずに施工が可能な環境
　配慮製品です。
　　拱勡౮常の検知が可能になることで、採
　障によるエネルギーロスの抑制と保守点検
　作業の効厾化で「匚人・匚エネ拻৶」へ๾
　献します。
　　防爆認証※5を取得しており、石油化学
　プラントなど防爆機器の使用が必須な現
　場でもお使いいただけます。
　※4　SMASHٙ「Smart SharinJ システム」のറ
　※5　防爆国際規格IECExおよび防爆国内規格

　　当社はNPO法人「新潟県山野草をたずねる
　会」の活動に参加しています。ここでは植樹･育
　樹活動等を通じて、持続可能な社会の実現に
　๾献することを目指し、ষ৆や企業と連携して、
　ほんものの木からなる『いのちの森』作りと、いの
　ちと心の『環境教育の実践』を通じて、自然と共
　生し健康で心豊かな潤いのある生活と持続可
　能な社会の構築を目指しています
　　2017ফは、শ厉市ྜ捾঴にあるドングリ崷ウ
　スの苗畑や蒼紫神社の除草や、八方台での植
　樹・育樹などをষいました。
　　また、使用済み割り⎣の৚収もষっており、N
　PO法人地域࿯環ネットワークに渡し、౛の原厄
　や木ຍとして卭匏用をষっています。2017ফ২
　は、30.3kJを卭匏用しました。
　　その他、当社の地區であるশ厉開匕400ফに
　ちなんで400本を植樹する『原種の桜３千本の
　花名所づくり』活動にも参加しています。

　　当社高ৄ工場は、2018ফ2াに、平成29ফ
　২エネルギー拻৶優拖事業঻等　関東経済産
　業拈শ表༟で『エネルギー拻৶優拖工場等』を
　受賞しました。

　当社は持続可能な社会の実現、ライフサイクル全域に亘っての環境負荷低減を目指し、活動展開しています。
これらの活動のエリアを国内外のＮＳグループの関連会社に拡大していくとともに、当社ビジネスに関わるお取引先様での
エネルギー消費の把握及び低減を推進してまいります。

最後に

④エネルギー管৶历ଐ工ৃの勖༟

③生物多様性保全の取組み
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